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〈エスキス〉，塩田三郎と〈塩田交直〉

一‘一・一一・一一一一 許槙冾�?Sに一：一一一一

・伊　藤尚武

〈塩田文庫〉の概略

　文庫の名称は当館で所蔵する塩田三郎の

く遺書〉に捺押された〈Ptivate　Library　’

of　Shioda．　Tokio　Japan＞の英文にした

がう。明治25年11月26日，館は未亡人キン

よりく遺書〉を受贈するにあたり，＜平静

塩田文庫ノ名ヲ設ケ永ク其書籍ヲ保蔵シテ

公衆ノ閲覧二供スルコト〉にしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　注（1）
「公益ノ用二野スベシ」という塩：田の遺言

は，集書に対する自負と願望を語るが，幸

い，家人の篤実な処置によちて，ほぼ完全

な形で現在に残された。なお文庫はまとま
　　　　　　　　　（2）
りある個人英書コレクションとして，わが

国で最も早くに蒐集が開始されたものと目

される。

　‡庫受入れ時の総点数は574部748冊7枚

となっており，今回調査し得た点数を若干

上まわる。この点数は未亡人の賞典上申の

ため東京府知事富田鐵之助より要請のあっ

た「和訳目録」書上鷺もO℃’・『灘原

簿　明治昔五年』と突合せたどころでは，

文庫中の複本や雑誌の保管替，交付に原因’

するようである。

　文庫は所謂く日本函〉のG～K：項に荊置

され，全体的把握は比較的容易で回る。た

だ今次大戦後に，明治以来収蔵の主として

辞典類が：再整理され，戦後収集の洋書（旧

上野図書館洋書）に移された。したがって

塩田文庫のものも相当数がそちらに埋れ℃

いる。しかるに閲覧目録の旧帝国図書館カ

ードは未処理のまま残ったものもあり，利

用の際，注意を要する。

　受贈当時の年報にく英書コレクション〉

と記されているように，文庫は概略英書か

らなり，この点，塩田を仏学の先覚者とし

て知る者には，やや意外の感を抱かせる。

　主題でみると宗教・哲学，法律・政治，

経済・社会，歴史・地誌，科学・技術，語

学・文学と多岐に亘り，後年の個人コレク

ジョンにみられるような系統を重んじるア

カデミックな集書や，ビブリオマニアの色

合いはない。

　Kaempferi　E．“The’History　of　Japan，

Giving　and　Account　of　the　Ancient　．and

Present　State　and　Governn：lent”（Lond．

17282冊）等，今日，稀書というべきも

のも散見されるが，とれちはむしろ例外で

あって，女庫は塩田がその折々に必要とし

た通行本からなるワーキング・ライ，ブラリ

　　　　　　　　　　か一と呼ぶに相応しい。個人著作で最も多い

・めはスペンサー（H．Spencer）ユ3点，つい

でミル（J．S．　Mill）8点と，同時代の思潮

を色濃く反映したものである。・そのためか

書入れの多くは，別人（閲覧者）の手にな

る。これはコレクションを調査する上で

は，汚点ともいえようが，・鯨に収蔵されて

から，・文庫が良く利用されたことを物語っ
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　刊年は1800年以前7点，1800～59年33

点，1860～69年98点，1870～89年357点，

亡n．d．〕5曾点である。

　文庫の紹介は目録を以っ｝ご語るのが定法

であろう。しかしここにそφ余裕はないの

で，幕末期友人の立広作と共に，わが国で

初めて実務に耐える仏語を修得したといわ

れる塩田の外国語との出会いと幕末期にお
　　　（4）
∫ける展開をthスキスに誌し1それにまつわ

る洋書のいくつかを紹介する。併せて語学

関係図書に限って目録を掲げる。すなわち、

これらの図書は彼の外国語習得と㊧係pも

さることながら，先述したように，再整理

されたものが多く，別置された文庫力1ら外

れているため，塩田文庫としてアクセスす

る手だてがなくなっているためである。，

塩田三郎の位置

　　塩田三郎は彼の生きお時代が最も必要と

　した能力を具体化し得た人物の一人であ．

　る。しかし彼について書かれた文献はまこ

　とに少ない。発った伝記資料は墓誌と対世

　功労者伝記編纂三編r対支回顧録　下』（同

　会発行　昭11）の列伝に見る程度である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　顕彰の枠に嵌まったものとはいえ，前者は

　生涯を，後者は維新後の事蹟をよく伝えて1

ノいる。主要な人名事典等は大略墓誌に従

　う。彼の名前は幕末う明治前期の外交史料

　に見られ，現在『朝日新聞』に連載中の萩

　原延寿『遠い崖一サトウ日記抄』にも時折

　現われる。また近年になって仏学史関係論

　文でも紹介されるようになったが，簡略で

　あ観

　　文献にみる彼の位置は幕末期には訳筆と

　いう身分のゆえに旧幕府開明野仏派小栗上

　三三忠順，栗本鋤雲観の影に添う。また後

　述するように相手となる仏国公使レオン，．

　ロッシュ（L．Roche），訳官ウLジェーヌ’

　・メルメ・ド・カション（E，Mermet　de．

　Cachon）の脇にある。

　　維新後明治政府に徴されてからは，幕末

　に自ら立合6たこともある条約の改正に係

　る。岩倉使節随行時の条約改正交渉を初め，

　外務省翻訳局長時代，外相井上馨による条

　約改正外交の条約改正予議会副委員，更に

　参事院議官を経て，明治18年12月に榎本武

　i陽を襲いで駐清国特命全権公使となってか

　らめ李鴻章，曾紀沢を相手とする条約改訂

　交渉とその中断まで1彼の位置は一貫する。

．　準だ外交官という職掌柄，国民一般にあら

　われることは少なかったようである。稀有

　ともいえる語学の才と温厚誠実の定評あっ

　た人柄は，列強に対する後進国家の主張に

　用いられ，西欧近代思想，文物紹介という

　同時代知識人の常態とは縁が薄かった。伝

　記資料の少なさは自らを語らなかったこと

　と，この点とによると考えられる。若き日

　の彼の姿は，むしろ外国人の記した雑録，例

　えば伊国使節アルミニヨン（V。Arminjon）

　の日本紀行などによく捉えられている。ま

　た明治22年5，月に北京で客死する前年，在

　’北京西欧人学者たちの団体であった北京東．

　洋学協会（The　Peking　Oriental　Socibty）

　会長に選ばれていることが，彼の私的な立，

　場を語る例であろう。当時彼はJohnの愛

　称で親しまれたようである6文庫には会長

　L就任時の・“Address　of　Mr・Shioda　on
x

　Taking　His　Seat　as　President　of　the

　Society，　January　10，1888”および英語論、

　文“The　Origin　of　the　Paper　Currency（紗

　Ch‘ao）of　China”の抜刷とそれらを収めた

　“Journal　，of　the　Peking　Oriental　Society”

　を見ることが出来る。管見の範囲で：はこれ
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を紹介した文献を知らない。

函館一外国語学習と集書

　松雲塩田篤信，通称三郎は天保14年11月

6日（1843．12．26）江戸浜町で幕府医官塩

田順蓄の次子に生れた。父は加賀宮隠家か圃

ら塩田家に入り八代を嗣いだが，祖父宗三

の親戚にあたる宗叔を惣領に迎え，長子徳

淳を村山家に出して幕医となし，三郎を三

男とした。元治元年10月（1864．11），宗叔

の病死に伴い，三郎は塩田家の惣領として

幕府に届けられるが，彼が医を嗣がずに，訳

官となった職業選是はこれに係る。しかも
　　　　　　　　　　　　　　　（6）
嘗て順蕎が宮河家惣領であったため，三郎

tS暫く宮河（Jil）姓を称した。英仏語学習時

代が時期的に重なり，当時め文献では二つ

の姓で現われる。このため塩田，宮河を同

定しないまま記した文献も見受ける。ちな’

みに当時受贈した洋書に見える献辞は悉皆

宮河宛となっている。．宮川，塩田の両通詞

に疑問を抱かれた長谷川誠一氏は「宮川主

郎と塩田三郎」の一文を，月刊r南北海道史』

（24号　1～3頁）に寄せて，同定を試みら

れている。これは後述するように氏の触れ

られなかったr村垣淡路守公務日記』（『大

日本古文書　幕末外国関係文書之附録』）’，

および同叢書に収録された塩田の和解に明

示されているが，宮河姓を称した時期（安

政6～文久3）を例示するのに引用された

くブレーク書簡〉とく訳潮凪防録〉の塩田
　　　　　　　　（8｝
に関する記録から，塩田文庫の来歴を知る

上で，貴重な示唆を受けた。

　’父順蕎は三郎出生の翌年に外回直医とな『

るが，同僚との折合い悪く辞職し，当時頻

りに出没する外国船に触発されて，r海防彙

議』（嘉永2～6）を碧し，宗叔がこ’れを手

伝った6順奄の名は本叢書によって式目も

知られる。彼は安政2年（1855）函館在住

医師（当初石狩詰）に再任され，翌年8月

（1856．9）家をあげて移住した。三郎13才

の時である。彼は6年間を函館に過すがそ

’こでの人とめ出会いがその生涯を定めた。．

　塩田が正規に英語学習を始めたのは安政

4年11月（1857．12）で，師は安政元年神

奈川条約の和解にも加わった名村五八郎で

ある。r公務日記』4日の条に“一，立文蔵

ト伜広作通詞見習，順庵三男塩田三郎御用所’

見習に差出度段，・葦八郎願之通廻済，広作

儀は申上候積り”の一項がみられる。

　神奈JII条約で水油供給港と決まった函館、

の正式開港は安政6年（1859）である。し

かし条約締結時から既に来航外国船との応

接・交渉は繁忙：となっていた。ところが函

．館で英語が解せたのは，条約和解の後，長’

崎に戻らずに村垣に従って樺太に渡り，帰

途函館にとどまった名村唯一人だったよう’

である9安政2年に奉行は吏員2名に対し

名村の下で英語稽古を命pている。、しか

しこの試みは思うように捗らず，’そのため

名村は幼年者の選抜速成教育を上申し，塩

田たちに公務の余暇をもって，英語を教え，

た。先⑱r公務自認』は立広作と塩田の二

面が頭角をあらわし，公に登用された記録

である。塩田が御用所見習の形をとったの

は医籍につらなる．ためであろう。翌5年1

月下旬（1858．2）二人は名村に伴われ，講

読書を携えて，米国領事館のライス（E．E。

Ri　ce）の許に通い始めている。それは必要
　　　　　　　　　　　　　（10
に迫られた英才教育ともいうべきものであ

った。ついでながら，墓誌にく漢学を栗本

鞄庵に英学を名村五八郎に仏学を仏人某た

受く，僻証書に乏しく大抵手抄す〉とあっ

て，後年外国奉行となり，塩田の才を十全

に用いた栗本の函館赴任は5年5月である
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から，塩田の正規の学習ば英学に始まちた

といえよう。

　彼の外国語修得の幸運は幼年時に名村と

いう師に恵まれ，その時代常道であった蘭

学を経ることなく，かつオーラル・ワーク

の方法で英語を学んだことである。それを

素地に彼はまた仏語を修得する。ちなみに

蕃書調所で蘭学を正規の授業iとしたのは安

政4年正月（1857．2），英語が教授科目と『

な、つたのは万延元年8月（186Q．10），仏語

は文久元年6月（1861．7）に小林正十郎，

小林鼎輔が教授手伝となってからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll）
ところで名村は当時塩田が仁人との交渉も

行ったことを記しており，慶応2年（1865）

に来日したアルミ三三ンも「通訳官として

随行したのは塩田三郎という率直な頭のい

い青年で，彼はヨーロジパの三ケ国語を良

く知っていた」と書いているので，おそら

く蘭語についても，相当の知識は持ってvk

たのであろう。文庫に残る蘭語学習書は，

Kujiper，　G．　“E16ments　de　Grammaire

N6erlandaise　a　1’Usage　des　Etrangers”

（Le　Haye　1856）があるが，ほかに蘭書は

見当らない。

　塩田文庫の魁は名村から贈られた“Ray’s

Arithmetic　lnduction：　Pt．　II．　Through

Course　Mental　Arithm．etic　lnduction　and

Analysis（Cincir，〔血・d．61S49〕）と思われ

る。本書は語学教材とも思われぬが内容か

らみて，英語を始めた頃のものであろう。

文庫中，唯一冊，．見返しに公印のく函館悪

妻〉，とびらにく松雲蔵書〉の方角印が捺

してある6このためか名村が表・裏見返し

に，“Belongs　to　Mr．　Miyagawa／From

』Namurq　presented　to　Miyagawa”とわ

ざわざ書付けている。いつ宮河と姓を変え

たか判然としないが，．ライスの所に出かけ

た時はまだ塩田である。『公務日記』安政

6年5月21日（1859・6・21）の条“一塩田・

順庵三男宮川三郎，武次次男海老原錆四

郎，三太郎弟鈴木清吉，通弁御常申渡候旨

由来ル”とあり，ピの三三に宮河南となっ

てい66当時村垣は江戸に戻っているり『

で，改姓はそれよりも早く，5年から6年

にがけてであろう。

．同年9月（同10）英国領事ポジソン（C．Pr

Hodgeson）の来任に伴い，塩田は鈴木清

吉，石子谷五郎と共に仮領事館の称名寺に

出直となる。ポジソンの記述に従えば，奉

行提供の三品は彼の仔細万般を記録し，出

入の総てを誰何する“近しい密偵”であっ

た。しかし，・そこには彼の妻，娘もいたの

で，塩：田にはネイティブ・スピーカ・・と交

流する恰好の英語学習の場となった。

　奉行宛のポジソツの書簡を当時塩田が和

解しているので，参考までに紹介する。
　　　　　　　　　　　　　　　113）

　「未十月八日　差出ス」

　貌利太泥亜コンシュル館

一千八百五＋九年＋一月二日鉾晶

出フ躯ニヤコンシrル・ジ・ヘムフル

　トン・ホトソン

箱館奉行谷下

壱分百の一包を引替へのため，予，・役人石

子をi送りしに，運上所又は金蔵において，

一分八ツより多くは得さることを云い帰れ

り，是は，禰の命令なるかを尋問す，互い

つ迄此不都合の事ある哉，是を捨置へから

す，引続き此の議論「’

　　　　恭敬シ・ペムフルトン・ホドソソ

　右文意和解幼虫　以上

　未十月

　　　　　　　　　　　宮河三郎

　　　　　　　　　　（函館奉行書類之内各国書翰留）
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）

　英文との対校は出来ないが，最も初期の

ものでジ巧拙はともあれ，その意は良く伝

えている。・

　ポジソンは交渉に臨む際，強圧的態度を

とったことで知られる人物で，この和解に

もその片鱗ig　5．かがうことが串来るd

　さて塩：田の領事館出役は，程なくして彼

の人生に大ぎな係りを持つことになるカシ

ョンとの邊遁を齎した。同年10月（同11）下

旬に来館したカションは仏国領事代理を減

るポジソンの処に仮宿し，奉行所提供め貸

家を断って，在住限りの条件で，称名寺境

内に小家を建てた。　　　　一

ヵ月。シは蔦海外蝿取嘱する神父

であったが，安政2年に一度琉球に密入国

し，5年中日仏通商条約締結時にはグロ．男

爵（J．B．L．　Gros）訳官となって同行，更に

初代の総領事ベルクール（P．Bellecourt）

譜面官として再来日した。彼ばキ・リスト教

禁制後，最初に来日したカソリック神父で

ある。しかし来日後まもなく，何故かベル

クールと齪賠を生じて，⊥旦上海に戻り，

長崎を経由して函館に来住した。いうまで
　　　　　　　　　　　　　個
もなく伝道が目的であるが，この時も肩書

「は訳官である。彼は日本語も良くし，来函

－後日本文書簡を奉行に送って，驚嘆させて』

いる。彼は役人の一人に添削を頼んだ処，

勝手に持ってゆかれたと釈明しているが，

奉行は堪能な日本語に感銘を受けた旨の返

畿認めてい禽栗本が“外柔内面と形
容した．カションの入選と行動は甚しい殿誉

褒既がみられ，維新期に至るまで矛盾に充

ちたもので，これも奉行所上層に接近をは・

がる演出のひとつではなかったかと想像さ

れる。いずれにしろ彼の堪能な日本語は胤

辺の人々に親近感を生んだ。奉行竹内下野

守の彼に対する信頼は極めてあつく，栗本
　　　　　　　　　　　　　　　（1の
はフランろの現況を聞書した『鉛筆紀聞』

・（文久元）を著した。カヅヨンが仏国公使

ロッジュの懐刀となって活躍する元治元年

以降の幕仏接近において，二人が大きな役

割を果す契機がここに生れ，塩田もそれに『

係ることとなる。

　カシ’gンと塩田との関係でみると，英国層

領事館詰op彼とは到着直後に顔を合せた筈

である。またポジソンは彼等を密偵と見倣

していたので，そこでは外交宙語ゐ仏語が

使用されたのではながろうか6この時1塩

田の関心が初めて耳朶に触れだ面面と慮っ

たことは充分に考えられる。翌万延元年4

月にわが国初の直接授業による仏語学塾が

カションによって開かれる以前に，二入は

師弟関係となっていたと思われる。1859年

に学校を開設したと報告したカシ・ンの書

簡がフランス外務省に残っているのは，既

に非公式に塾を開いていたことを指すので

あろう。
　　a．g
　当然のことながらこの頃から塩田と外国

層人との交渉は繁くなる。ポジソンの記述等

からみて，カションを交えた泊りがけの周

遊にも同行したようである。

　安政6年暮名村五八郎は所謂万延元年

，遣米使節の副使どなった村垣に従うべく，

盲虻江戸に発し，函館における外国との応

接は塩田達若い通詞の肩にかかった。付言

するとこの遣米使節には実兄の村山徳淳も

外科医どして参加し，’『奉使日録』を著し．

ている。すなわち村垣，名村，村山の渡米

にみられるように，塩田の周囲で海外は間

近：たあった。tt

　文久に入ると文庫にも彼と交渉のあった

人物から贈呈された図書がみられる。動物

界のブラキストン線で知られる英国人ブラ

キストン（T．B．　Blakiston）は文久元年6

月（1861．7）に初来目し，函館に逗留して

．駒ケ獄登山を行ったd彼は1861年10月の日．
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付のあるCuvier，　G．“Animal　K：ingdom，

arranged　according　to　lt’s　Orgahization，

forthi・ng　the　Gasis　for　a　Natural’History

pf　Animals”（Lond．1840）を残している。

文久2年1月（1863．2）に来日し，翌年1

月（同2）まで函館に滞在した米国人鉱山・「

地質学罷めパン｛リ．二　（R・Pu皿pplly）・

プレー1 N（W．R．，Blake）は，わボ国初の

珍説お雇い外国人と呼ぶべき人物達で，彼

らもまた塩：田に本を贈っている。パンペリ

ーの“Manual　of　the　Mollu忌ca，　or　Ru・

’dimentary　Treaitise　of　Recent　and　Fossil

Shell”（Lond．1858）にはHak6dade　bec．

8th　1862，ブレークのBuckle，　H．T．‘‘His－

tgry　of　Civilizagion　in　England’？　（N．Y．

1861　2冊）には　Fel）．10th　1863　H：ako－

dad6・Japanの日付がある。前者は幕府と

の契約終了り頃，また後者ぼ帰国に際して

贈られたもめである。なお塩田は二人の鉱

物資源調査に大島高任，武田斐三郎達と昏

晦兼学生として参加した。文庫にはパンペ

リーの“Across　America　and　Asia；Notes

of　a　Five　Years’　’Journey　around　the

World　and’ D　bf　Residence　ip　Afizona，

Japan　and　’ bhinq”　5th　ed　（N．Y．　1871）

があり，この中で塩田たちとの心暖まる交

流が記してある。特に長崎への出立が迫っ

た二人に，別れを惜しむ塩田たちが金銭で

は購えぬ古刀や伝来の家宝を贈って，涙を

流し合う情景は幕末技術交流史のエピソー

ドとして記憶されるべきもめである。、

　すころでブラキストン，パンペリーがい

わば手持ちの専門書を贈ったのに対し，’ブ，

レークは塩田に翻訳するよう言置いて本を

残したという・’彼とパシペリーは奉行所で

英語教授も行っているので，塩田の語学力，

を知悉していた。i‘History　of　Civili2ation

in　England”がその該書であろう。彼は

塩田がこれを翻訳し得るとみたのである。

約束は遂に果されず，また当時の塩田の力

量で果してこの大著を訳し得kかは疑問で

あるが，ブレークが塩田の才を如何に評価

’していたかの左証にはなるだろう。更に彼

は上海から村垣に宛てた書簡でも，塩田，大

島，武田を賞讃し，牽国留学を勧めた。一二

国後も1865年に“Chamber’s　Infor皿ation

for　the　People　：　A　？opular　Encyclopaedia　．

（Phi1，1860）をサンフランシスコから塩

田に送り，1872年に米国で再会した時に

ぽ，　自著の‘‘Production　of’the　Precious

Metals”（N．Y．1869）を贈呈して＝V・る。

　塩田の最：初の洋書購求は函館を退去する

カションの蔵書を譲り受けた文久3年5月

（1863．6）のことで，この時彼は20両を奉行

所から借用した。当時の20両が如何ほどの

額であったかは，師の名村が文久元年から

運上所構内別席で行った英語教授掛手当が

年々5両だったことからも想像出来る。し
　　　　　　　　　　　　　　　　（20｝
かし洋書の価格がまた法外であったことも

周知のことで，例えばr福翁自伝』には，

諭吉が英蘭対話小字引を求めるのに，’中津

藩に嘆願して5両の代金を支払って貰っ準

有名な逸話がある。

　墓誌にあるく書に乏しく大抵手抄す〉は

先賢の碑文に．みえる常句であって，彼の

場合，、事実は借財を以て購求し，またその

機会に恵れたのであった。〈訳官瀦防録〉

亥五月四日にく仏人カション儀帰国に付同

一人書籍買求の為弐拾両拝借願〉のあること

を，長谷川氏は文久3年塩田姓通詞の出現

として紹介されている。付言するとこれは

カションの事蹟を辿る上でも貴重な意味を

併せ持っている。すなわち彼の函館退去は

文久2年とした文献がみられ，更に同年秋

江戸で仏語学塾を開設したと書かれてい

る。富田幽寂が近年たなって，『 博墲ﾌ資料
　izD
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、を検討し，文久3年夏頃と訂正されている

が，塩田のカション旧蔵書籍購入の経緯
e
zは，これを確定するための好補助資料とい

えるだろう。

　さてカションの旧蔵書であるが，当時の

洋書の価格，また師弟関係にあったとはい

え，病院建設の企てに蹟き，函館退去後に庫

額の賠償金を日本側に要求したカショソの

身辺事情から，まとまりある冊数ではなかっ

たと思われる。文庫に彼の署名のある図書

は見当らず，それと覚しき数点も断定する

には至らない。したがって推測の域を出な

いが，そのひとつを紹介すると，Medhurst，

W．H：．“Engli’唐?|Japanese　and　Japanese－

English　V6cabulary　c6mpiled　from　Na－

tive　Works”（Batavia，1830）がある。こ

の字書については亀田次郎氏の紹介（r書

物の趣味』　2号）があり，更に村上英俊

校訂の翻刻r英語箋　一名米語箋』（安政

4～文久3）で知られるので，内容には立

入らない。ただ少しく脇道にそれるが本書

は1839年にも刊行されていて，『英語学』

はこの後刷を元版に使った訂能性がある。

　『英語箋』の扉にはBatavia　1839と刻さ

れ，このため諸種の英仏学関係書誌の解題

ぽ1830の誤りと糺し，それが定説となって

いるが，1839年刷の存在に言及したも、のは

みられぬことを記しておぎたい。・

　’さ七二書は羊皮で私家装慎され，当館で・

所蔵する亀田次郎旧蔵の原装本に比して，

天地が’1．5毛ンチ裁断されている。露損甚

しく，戦前に図書館で解体補修している。

元の見返と遊び紙は剥落，前付v～vi’，本

文63ん73頁は落丁する・本文に鉛筆と鷲ぺ

’ンによ6仏語の書入れが回しくみられ，漢’

字欄に毛筆の補充と僅かながら片仮名の加

筆がなされている。当初塩田の書入れと思

われたが，仔細に見ると仏語と片仮名は西

欧人の手，漢字は中国人の手と思われる。

次に一例を示す。

　〔カツエル〕一〔etre　dans　la　fa毎ine〕・（P．

210）ナデルー〔勧「〕rTo　encourage，　to

sooth一〔toucher〕（p．．　244），　／tマオトコー〔三

人者〕一Ma－o－to－ko－A血Adulterer（p．

275），　コイ．ヌL〔小狗〕一Koi－noo－A　pu－

ppy一〔Petit　chemin〕（p．288），ユワエル

T〔続紗β〕一Yu－wa－her’．　To　bind一〔結本

分〕L〔1ier〕　（〔〕は書入れ部分）

　これらは本文中“Defects　and　disease”

項などに偏在し，作業が中途で放棄された

ことを窺わせるpカラヨンが函館時代に編

纂した“Dictionnaire　Frangais－Anglais－Ja一’

PQnais（Paris，1866）巻頭のパジェス（L．

，P・g・・）の』「凡例」では1カシ。ンが本書

も参考どしたととが記されている。第一分

冊（A～E）だけで未完となったこの辞典

が本書よわ格段に劣れているこ．とは勿論で

あるが，編成の原型はここに求められるの

ではなかろうか。カションが他に参考とし

たシーボルト（F．Siebold），．ホフマン（J．

Hoffman），ゴシュケヴィッチ　（1．A．　Go－

Schevich）．堀達之助の辞書を入手する以

前，おそらく琉球密航頃か，その前後に本

書を利用して，辞書編纂の計画を抱いたの

ではなかったかと推測される。カションの

筆跡未見のため1この書入れが彼の手にな

るかどうか断定しかねるが，識者による検

討がのぞまれる。

　万延元年（1860）にカションが仏語学塾

を開設したことは既に述べたが，塩田（こ

こでは宮川）は抜群の成績を修め．fc　’とい

う。ただ当時の授業がどのように行おれた
　圏
かは判っていない。またテギストも知られ

ていない。塩田は極めて几帳面に資料を残

しているので，引何等かの資料があるかと調

べ℃みたがゴ・それと推測出来るものは見出
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せなかった。塩田が仏語学習ρ初期に使用

したと思われる教科書と辞典には次のよケ

なものがある。

　’Havet，　Alfred　‘’‘The・Complete　French

Class　Book；　Grammatical　and　ldiomati一一

cal　Manual　for　the　Use　of　British　Schools

and　Private　Students　（French　in　one

volu・me）”（：Lond．1853）6角革装の本書は

メドハ1一ストの字書と同様に解体補修が施

され，平め見返しは欠落する。’本文等は傷

んでおらず，書入れも少ないが，演習問題な、

ど内容全般に使用した形跡が残っている。

とびらの上辺右隅にLachlan　’Fretcher

22APIil　1854と署名があり，同中央に擦

れて判読出来ない長方印が割ってある。た

だ本書は署名の位置から裁断されているこ

とが知られ，割印とは断定出来ない。しか

し粗略な捺し方から個人蔵印ではないだろ

う。フレッチャ’一については大槻如電原著

佐藤栄七増訂r日本洋学編年史』（錦正社

昭40）に安政5年7月長崎に開設された英’

語伝習所で英人フレッチェル（Lachland

Fretcher）が教えたとある。本書は彼の旧

蔵書である。塩田が本書をいつ入手した

かは明らかではない。，例えば長崎を経由

して函館に来た人物はカション，ポジソ

γ，モンブランなど少くないが，直接本書、

と結ぶには，筆削の調査は不充分である。

“Jap，an　ip　Y．ezo　：　A　Series　of　Paper　Des－

criptive　of　Journ，e，　ys　undertaken　in　the　“

Island　of　Yezo　at　lntervalS　betw6en　1862

and　1882，　by　T．W．B．　（Yokohama，　1883）

の中で，ブラキストンが文久初年の函館に

おける通訳の語学力を評価した個所にフレ

ッチャーの名前がある。しかし，これは函

館のフレッチャー家に盗人が入った時の奉

行書簡が残っており，C．A・Fretcherとい

う別入である。森永種央校訂『長崎幕末史

料大成　第1巻』（長崎文献堂　昭44　113

頁）に・フレッチャーの書簡がみられる。．

彼は文久元年10，月から文久3年2月まで長．

崎で教え，その後，江戸・神奈川に出るζ

とになっているので，同年秋塩田が江戸に

召還：されてから入手したと考えるのが現在

のところ妥当のようである。いずれにし

ろ，本書はわが国璽語学草創期に英国人に

よってもたらされ，塩田が使用した本格的

な外国人用の仏語教科書である。

　Spier＄，　A．　“Dictionnaire　G6n6ral　Fran－

gais－Ang！ais　；　Nbuvellment　R6dlg6　d’Ap－

rさsDictionnaire”は背を補修するが，本文

に傷みは殆どない。前とびらに“Souvenir：

d’estime／et　d’affection　a　Monsieur，　Shio－

da／Messetot，見返しに．Messetot，脇に

Marineの書入れがある。メセットという

人物を詳にし得ないが， 越年，版次等か

ら，それほど後年に献呈されたとも思われ

ぬ。平尾魯仙『洋夷鼻曲』（安政3　影印

青森県立図書館　昭45）等を読むと，既に

当時から相当数の外国船が函館港に出入り

し，数百人の乗組員が上陸していた。また

先述の“Japan　in　Yezo”によれぽ，文久初・

年に女性4名を含む20名前後の外甲人が定

住し，，銃を持った仏人の脱走兵（French

deserter）も隠れ住んでいたことが記して

ある。献辞が宮河でなく塩田宛となってい，

る点で疑問も残るが，函館時代に画幅した

仏国海軍士官からr贈られた可能性も考えら

れよう。

　ところで塩田ぽ函館時代にモンブラン伯

（De　Montblanc）の許でも仏語を学んだと

いう河田熈の証言がある。慶応3年にパリ

万国博で，薩摩・琉球王国を演出し，私兵

を率いて薩摩にきたモンブランに，幕臣の

塩田が仏語を学んだのであれぽ，それも

又，個人と歴史との係り、にあらわれる皮肉，
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の貌といえるだろう。文庫にはモンブラン

との係りを直接窺わ母る資料ほ見当らない・

ようである。

江戸・横浜と渡欧

　文久3年9月，（1863．10），塩田は江戸に

三遠され；直ちに横浜鎖港談判使節池田長

発の仏語通詞として渡欧することとなる。

一行は同年12月29日’（1864．1．2）に横浜を

端縫し，往路香港で彼は日本に戻るカシ

ョソと再会している。使節は最初の訪問国

フランスでの7回に亘る交渉の末，所期り

目的は果せず5月18日掛パリ約定を結ぶ

と，予定を切り上げて元治元年7月18日

（1864．8．19）突如横浜に帰着した。強硬な，

鎖港派だった池田も西欧を実見するに及ん

で積極的な開港論者となり，同22日に大胆

な建白を呈して，副使ともども即日処罰さ

れた。幕府は24日に約定の破棄を英仏米偏

各国代表に申し入れている。当初より鎖港

談判の成果は期待されず，多分に国内事情

で幕府が企てた不運な遣外使節ではあった

が，・それは以後の幕仏関係⑱軸を勲かした、

点で他の遣外使節に劣らぬ意味を持ったと

いわれている。塩田にとって，初の海外渡

　　　　　ize
航は内国問題と外交の厳しさに直に触れた

体験であったろう。この使節については，

岸勘四郎著『鶴野老　挙挙筑後守長発伝』

（井原市教育委員会　昭44）に，手ピソー

ドをまじえ詳述．されている。塩田について

もいくつかのエピソードが書かれている

ヵミ，幼時にかかった痘瘡の跡にナポレオン

3世が一三い関心を示したという。当時の写

真が石黒敬七編『写された幕末』（アンカ

書戻昭32～34）等にみられ，彼の顔は仏

学の先覚としてより，痘瘡によって，』人k－

の記憶に残ることとなった。

　当時池田長芋が将来した洋書33点は，現

在東京大学史料編纂所に残っていて，金井

田氏による目録紹介がある。文庫にもこの
　　　　　　　，　　　　勧
時持帰った洋書数点がみちれる。例えば

Maillard，　L．　“Note，s　sur　1’lle　de　Reunion

（Bourbon））7（Paris，1862）には，‘‘Offers

b　1’ambassade　japonais　par　1’auteur’　L．

Maillard”の献辞がある。池田が著者から

贈られたものを塩田に譲ったのであろう。

また“Explication　des　Ouvrage　de　pein－

teure，　Sculpteur，　Architecture　Gravure

et　Lithographie　des　Artistes　au　Palais

de　ChampsE！ysさes，1e　le「Mai「1864”は，

不調に終った交渉の合間に，慰みに見物し

た時のものである。ついでながら彼は終生，

西洋美術を愛好し，イタリアから油彩画を

持帰ったりしたときいている。西洋美術へ

の関心は，漢学の素養と共に彼が実務だけ

の人ではなかったこ．とを物語っていよう。

　なおこの使節の果した役割のひとつに

く公〉の依頼によって将来された大量の英

仏書がある。万延元年遣米使節の将来本に

関しては，公私のいずれについても，屡々，

語られるが，これについて触れたものは沼

由次蕗r幕末洋学史』（着払書院　昭25）

ぐらいである。われわれは当時開成所，外

国方に収められた英仏書の和訳翻字目録を

‘r続通信全心類輯　修好門』（維新史学諭示

r幕末維新外交史料集成』　第6巻　昭19

225～230頁）にみることが出来る。その多

くは，戊辰役の江戸城明け渡しに際し？海

路駿府に移送され，現在，静岡県立中央図

舗“轍劇こ恥てい璃菊中・仏
語を解し英語にも堪能であったのは塩田唯

一入であった。洋書買付において塩田の果噛

した役割りは大きなものだったに相違な

い6塩田にとらて仏語は単にマスターして
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いる一外国語にすぎなかったと思われる

が，時代と情況がそれを必要とし，この後

彼は仏語の実務官僚として忙殺される。

’慶応元年閏5月（1865；7＞柴田剛中特命

理事官を筆頭に総勢6名の初の実務集団が

製鉄所備品購入，調査等の名目で渡欧し，，

聯源一郎ζ共に塩田樋詞と．し鯵カ堕し

た。福地はm，ge往事談』（受令史籍協会

明33東大出版会　昭55＞で，「余は其の

時は更に仏語塗知らず，英語とても甚だ未

熟なれば，通弁も翻訳も都て塩：田一人を煩

したり」と回想している。彼らは実務集団

ちしく，出発前に西印度セントラル銀行を

通じて外国為替を組んで送金し，パジ逗留’

時はホテルを引払って民家を借りた。また

製鉄器材の買入れ等を行う傍ら，’観劇を盗

むという闊達さであった。塩田は出発前か

らこれらの交渉事を一手に引受けたのであ

った。理事官柴田は実直の人として言語と

慕われた。パリでは漆塗りの陣笠を披り，

讐刀を手心んで歩く姿を通行人に囚獄され

るのに閉口した若い一行が，「在蘭留学生

の洋装をみ（一，それを願った時，「盤面異

風の嘲曝は阯辱に非ず風俗は国家の憲章を

以てするに非ざるよりは妄りに変ずべか

らずゴと，小袖・小袴・羽織を脱がせ撮か

？たという。しかし衣服はともあれ，彼ら

が選んだ書物は維新後の人びとと変りなか

りた。塩田が持帰ったもめではジ例えば

’La　Bruyer，　J．　de　“Les　Caractbres　ou　les

Mbe亡rs　de　Ce串iさcle”（Paris，1865）が

ある。燗眼辛辣の定評あるモラリストがル

イ14世治政下の繁栄に退廃の騎りを目敏く

描いた本書を，彼は如何なる関心をもって

読んだのであろうか。

　慶応2年2月（1866．・3）に帰国した後，

塩田は横須賀造船所設立をはじめとする，

幕府内でも機密に属する外交案件で，小栗

v

忠順，栗本鋤雲に従ったσ彼がわが国ぞ初

めて“Bank’）’ ﾉ“銀行”め訳語を与えたの

も同年のことである。神長倉真民『明治産

業発生史』・（ダイヤモンド社　昭11）に，

反訳の紹介があり，塩田の役廻りと語学力

も知れるので，・少しく長いが引用する。
　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　　　　　　　　　　　　　　　　　・t

　オリエンタルバンクコオペレーシヨン

　横浜に於て　千八百六十六年九月廿八日

　　御勘定奉行

　　　小栗上野前壷下え

　日本政府六百萬ドルラルの高を借用する

　を望まる壇こ付，右期限を記せし當月忌

　日面め貴簡落手せしことを告ぐるの榮あ・

　り。最初の一分則ち百萬ドルラルは純銀

　行に係はらず，全く別段の取扱を経るも、．

　のとして，是は日本政府の都合次第と速

　に取極ること一を得べし，當銀行え金高の

　形として引渡さる玉壷の債を定むること．
　き

は，訂成注意して日本政府の盆を計り取

　扱ふべし。五萬，（百脱か）ドルラルの期

．限は當銀行及びソ竜子テゼネラルの参考

　を経れば，當地にある双方の代人より各

　其本店に申迭るべし。’オリエンタルバン

　クコオペレーション代人として，余は此

　事を，英國へ趣くべき第一の郵船を以

　て，當銀行の本店ネ遣はし，総轄公司え

　も申立べし。此銀行に關する以上，新に

　取組む諸士の可否を圏ずるの任三者一人、

　にあり，右公司深断の三余に申回り次

　第，其許に通知すべし。

　右の件を余が本店へ申遣す折を以てゴ日、

　本政府先前より此銀行と事を取扱ふこと・

　におみて，常に快く且正實の瞬断ありし

・ことを告げ，其外総て日本の物産に富み

　政府の威力ありて依頼すべきとの事に

一付，余信恩するの章を縷述する！ま・余が

　ために最寄喜職掌なりと思へり。
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代人トルへ・トツド

盤田三郎課

　同じ頃，仏国公使ロッシュのたっての希

望で，・彼は横浜に移り，前年3月に開校

された仏語学伝習所（Collさge　Franco－Ja－

P・…i・）で・唯一の願人として教鞭を取

っている。当時ロッシュは，訳官として全面
　　　eo
的に頼りとし，また伝習所の校長格でもあ

ったカションが病気勝ちで，支障を来レて

いたのである。このため彼は塩田に仏語教

師のみならず，専任通訳をも期待して，幕

府要路に働きかけたのである。彼はカ、ショ

ンの帰国が決っ1ヒこともあってジ同年8月

7日く9．15）付の老中河内守（井上正直）宛

書簡で，’ 俣cの横浜移住とカション．O代役

とを督促し，文中で塩田の身分昇格につい

てまで言及している。他国ゐ外交官が相手

側の昇任にまで触れたということは，、ロッ

シュの個性もさることながら，やはり異例

の思い入れといえるだろう。9月越カショ
　　　　　　　　　　　BD
．ンが帰国してからは仏国公使館で彼に代る

通訳官は補充されなかった。ロッシュは外

交上ゐ情報収集も塩田と彼をパイプとする

幕府親心派への依存を強めたのである。い

うまでもなくこの時以降塩田はロヅシュの

専任通訳官の状態になった。幕府耳癖に至

る翌3年2月6，7日（1867．3．11，12）に亘

る大坂城内でのロッシュど将軍の密議で

も，彼が通訳をつとめている。同年7月（同

8），塩田ほ開成所教授職外国奉行支配通

弁御用出役から外国奉行支配組頭に遷る

が，日本国内での外交にしのぎを削る英仏

・晶と漉乱する国内輔のはざまに身媚

いていた。彼の上司で良き相談相手であっ

．た栗本はづリ万国博覧会の後処理のため漢

回し，その間，幕府がわが国の正当な代

蓑であるとの国書を塩田に仏訳させてパリ

に送るよう頻りに催促する始末であった。

当時のエピソードのひとつを紹介すると，

堺事件の際，英国公使パごクス（H．S．

Pa；kes）はロジシュの動きを封じるため，

アーネスト・サトウ（E・Satow）に命じて

塩田を監視させたという。同年11月の大政

冷雨後のことであ譲・外交に敗れ糊・

シュは帰国に際し，塩田をフランスに伴う．

意向であった・というが彼にその意志はなか

ったようである。

　明治元年7月（1868．8）旧幕府英国留学

生の帰国があった。箕作奎吾たちは’Pンド

ンからの帰国を記念して，塩田に本を贈っ’

ている。箕作が親愛の献辞を認めたAu－

gust　gth層 P868の日付ある“Heroism　and

Adventure　in　Nineteenth　Century　as

Exampli丘ed　in・the顛erican　Civi1．War”、

（：Lond．1867）や，　Yeigoro　Naruse（成瀬　，

三五郎か）の8th　August　1868の日付を’

持つ℃reasy，　E．S．・‘‘Fifteell　Battles　of　the

Wor14”10th　ed．（Lond．1860）は，未だ硝

煙の消えぬ維新期に留学生の持帰った本と

して興味深い。rt　9g‘“The　Nationa1　Read－

ing　Books，　adapted　to　the　Government

Code．　’BQok　the　Six（：Lond．　n．d．）のと

びらにはINg・24　T・K・w・g・ap署名が

みられる。、同年春に自刃した川路聖護の旧

蔵書と思われるが，これは川路の息子で，

同じく幕府留学生であった淫乱から贈られ

たのであろうか。手沢の跡はみられるが，

来歴を知る手だては見当らない。，

　、維新め後，塩田は家をあげて横浜に移

り，家塾で仏語を教えた。この時25才であ

うた。

　’本稿では塩田三郎の外国語学習の経緯と

．その展開に沿って，文庫に残る謡言かの図

書を紹介するにとどまった。付言して：おく

と，蔵書が急激な増加をみ出るのは，明治
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亀

3年4月（1870．5）民部省に徴され，横浜

’鉄道掛総裁を数か月つとめた後外務省に

転じ，同年閏10月（同．12）初代少弁務使

鮫島尚信に差添い，づりに赴いてがらであ

る。更に翌年11月（1871．12）に一等書記官

として岩倉使節に随行し，’6年4月に帰国

するまでに購求した図書は優に100点を越

える。二等書記官として同行し，のち外務

大臣となった旧幕府留学生林山は，『後は

昔り記』（時事新報社　明43）の中で塩田

について，「才識卓絶にして能く英仏二国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
の語に通じ早くより万国公法及び生理学等，

を修めて国家有用の材なりしが何分にも極

、めて吝薔なるが為に人に厭おれ嫌われた

「り。云々」と述べている。これは使節一行

がロンドンに滞在中，銀行詐欺にあい，旅

費を失った折に作ったいくつかの落首に，

f‘爪に火をとぼしてためた二千両さすが塩

田は辛き目許あふ”、というのがあり，・それ

にかこ．つけての人物評である。後半ば痛烈

な塩田批判ではあるが，林の人物評は同書

の沼間守一評でも見られるように，同友同

輩を回る傾向もみられ，常に後塵を拝した

塩田に対し，殊更にその性向が顕われたき

らいがある。これまで閲し得た文献，書簡

類から林のいう塩田像は思い涯ばない。筆

者がそこに新政府に徴された旧幕出身者同

志の相剋をみるのはうがちすぎであろう

か。勿論，塩田の倹約振りは相当なものだ

ったようで，同行した函館以来の友人大島

高任も同事件に触れて，“爪に火をとぼし

てためし金とられさすが塩田は辛き目に逢

ふ” ﾆ紹介し，「蓋し塩田の節倹」と書いて、
　　　、　　　　　　　　　　　　　唄
いる。見るところ塩田の節倹は集書に注が

れたようである。事件に同情したのであろ

うか，福地源一郎はロンドンでDuhalde，

P．　“General　History　・6f　China”，（Lond．

1716～414冊）を塩田に贈っている。’

　むしろ注目されることは，明治になって

から購求した洋書が悉く英書であって；旅

行ガイド，受贈図書等を除くと，仏書が殆

ど見られないことである。仏語の遣い手と

して，幕末期に重ぶ者のなかった塩田が何

故にヴオルテール（F．M．　Voltaire），コン

ト（Aug・Compt）1　トックヴィル、（A・C・

Tocqueville）等の著作を英書で読み，ま

たユーゴ（V．’Hugo）の小説まで英訳書で

読んだのであろうか。当時，英書が雪崩れ

を打って流入したこともあろうが，塩田の

場合，幕末，朋治初年の公私に亘る生活が．

仏学に対する彼の気持をびき離したと思わ

れる。

　注

（1）　〈塩田文庫ノ件〉「東京図書館明治二十五年

　報」（r帝国図書館年報』昭49複刻版143頁）

②．現在支部上野図書館に残る「書籍等献納願

　書」に綴じ込まれた塩田未亡人の文書二通が、

　ある。

　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　今般故塩田三郎遺書別紙目録乃通り貴館に献

　納仕り出自・永ク同人㊥名を存し函館二御備

　付公衆に閲覧セシメラレ向様仕度此段奉願候

’也

　　明治二十五年十一月廿六日　亡塩田三郎妻

　　　麹町区下弐番町七十二番地

　　　東京士族　＿　　塩田照子
　　　　　　　　　　　　ママ
　東京図面長田中稲城殿
　　　ママ’
　　　　　　　　　（2）

　拝啓陳ハ過般献納致シ三洋籍乃残り別包乃如

　く古匝の底より見出し候二二差上仕候処何卒

　可然前献納書籍中に御加へよしなに此馳

　段奉里雪上候也

　明治二十五年十ご二十日　　　塩田照

　　　　　　　　　　　　　　　　ママ
　　　　　　　　　　　　　（照（子）は通称）

　なお塩田家に残っていた遺品は2，3を残し，

昭和20年3月の東京空襲で灰儘に帰したと伺っ

ている。

（3）　「明治廿五年諸向往復書」

．（4）’わが国の仏語研究は文化6年（1808）た長
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／

　崎℃才ラソダ通詞6名がヅrフ（H．Doeff）

　について仏語を学んだのを弓矢とする。また

　江戸でも，既に村上英俊が安政6年に琴書淫

　所教授手伝となっている。当時，入江文郎の‘

　ような卓れた仏学者もいたが，会話の点で塩

　田や立に代り得なかりたのであ’ろう。

　　’栗本鋤雲は次のように述べている。

　　、「仏国陸軍教師慈心め件は既に定まりたれ

　ど，我国にて仏語に通ぜし者，僅に塩田三

　郎，立広作の二人が箱館に在るの日，．メルメ

　・、デ・カシュンに従ひ受け覚へたるのみなる

　に，併も両人は英語た通V．たるを以て，未ダ

　既に職に就き居れば云々J（「横須賀造船所経

　営の事」r栗本鋤雲三巴』鎌倉書房．昭18

　130頁）　、

㈲　明治3年4月に明治政府に徴された時から

　明治13年5月までは，・本人提出の履歴書が残

　っている。（『百官履歴』第一巻．所収）

⑥　塩田順奄（記）「先祖書」ならびに：「親類書」

　、（日Lヒ氏蔵）

（7）　宮河と宮川の表記がみられ，通常く宮川〉

　を用いたようであるが，正式にはく宮河〉で’

　ある。．

（8）W．R．　Blakeの書簡は，現在，1北海道大学

　非方資料室に所蔵され・長谷川誠一氏㊧詳細

　な解説がt米人児列屈氏来翰編」（r英学史研1

　1「究』第12号　37～57頁）になされている。塩

　．田に触れた上海からの書簡の原文も同論文に

　収めてある。

（9）・安政3年を6年としたものも見受ける。

　　r事実文翻所収の塩田麟iの墓誌によれ

　ば，安政2年に函館在住医に再任されるが，

　　r村垣淡路守公務日記』安政3年8月1＄日の

　条にみられるよう．に，悟道は安政3年であろ
　’う。’

（10）　r大日本古文書：幕末外国関係文書三』（安

　．政五年正月・72）　　　’

（11）　文部省㌃日本教育史資料　七』（明25　666

　頁）仏学史関係図書では安政6年3月に村上

　．英俊が教授手伝に登用された時とするものが

　多い。ただ万延元年4月市川文吉が調所で仏

　語学習を命じられた時，教える者が居ないた

　あ，三田の正泉寺に通ったことから，教授は

　文久元年からといえる。

（12）　Hodgeson，　C．P．　“A　Residence　at　Naga一

　saki　and　Hakodate’in　1859tv1960”　（Lond．

　186ユ95頁）

⑬．r大日本古文書、幕車外国関係文書之二八』

　　（安政六年十月　40）

（14）　’ ｯ上（安政六年十月　168，178，189）

個　Ainciart，」．P．高島源一郎編r函館とカト’

　　リック』（函館元町カトリック教会　昭34）

⑯』 酎蜚猪{古文書　幕末外国関係文書二八』

　　（万延元年二月　137，．138）

㈱　　r函館とカトリック』に収められた奉行竹

　　内の書簡は異様なまでの賛嘆と謝辞に回れて

　　いる。・

．国　富田仁rメルメ・カションT幕末フランス

　　怪僧伝』（有隣堂．昭5563耳）．

｛19）丁万延元年遣米使節史料集成　二』（風間書

　　房　昭36）所収，彼はペリー来航時には『米

　　舶学事』も著している。

⑳　小西四郎「名村元度」の「西行日記」につ

　　いて．（『同上』300頁）

⑳．神長倉真民r仏蘭西公使ロセスと小栗上野

　　介』　（ダイヤモンド社’昭10）ほか・

囲　富田仁『メルメ・ド・カショソと仏英和辞

　　典』（復刻版r仏英和辞典』付録．カルチャ

　　r出版社　1977）ほか。

圏　同rメルメ・カションー幕末フランス怪僧

　　伝』

図　r大日本古文書　幕末外国関係文書之二九』

　　22～23頁

凶　　「モンブランといふ人は河津が函館で懇意

　　で1又，塩田三郎はモソフランの弟子であり

　　ます。鎖港の談判の中に這入って種々取計び

　　しやうと言ったがモンブランを断ったもので

　　あるから，不承知で悪く言って歩きました。」

　　（明治35．5．29）（r史談会速記録』　第71輯

　　く明治39．9．13＞「四仏使節鎖港談判の顛末

　　鮒21節河田熈（談）」）

圃　ねず・まさし「1864年のパリ協約をめぐる

　　フランス第二帝政と徳川幕府との交渉⊥（r歴、

　　史学研究』210号．21～32頁）

鋤　金井圓「東京大学史料編纂所蔵文久遣欧使

　　節池田筑後守長発将来本について」（r蘭学資

　　料研究会研究報告』第83号　ユ961．、6，17）・

㈱　　r静岡県卓中央図書館葵文庫江戸幕府旧蔵

　　洋書目録』（昭42）1
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